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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本研究の特徴は、第 1に、現行の司法・矯正システムが、再非行の抑止を少年個人の力に委ねるだけ
では限界があるという認識から、これに加えて家族，地域，社会が自己疎外，家庭内疎外，社会的排
除からの回復を支援することが，少年の非行からの立ち直りを支援することにつながることを導き出
していることである。第 2に、自己疎外・家庭内疎外が生じている事例では，事件が起きることで社
会的排除を受け，それがさらに，家庭内疎外・自己疎外を生み出し，再非行につながることを明らか
にしたことである。第 3に、自己疎外・家庭内疎外と社会的排除の悪循環を断つ支援策について、個
人療法，親支援のそれぞれについて，少年が自己疎外・家庭内疎外・社会的排除から回復するには，
どのような支援を行っているのかという視点から検討が行われ、3つの領域における共通する鍵概念
「相互性」，「個別性」，「プロセス性」の妥当性が確認されたことである。第 4 に、「相互性」，「個別
性」，「プロセス性」を軸にした支援策を検討した結果，この 3概念を実現させるには，固有の「人」
とつながることが重要になることを明らかにしたことである。第 5 に、この支援策を，「人－援助モ
デル」として概念化したことである。これは、非行少年の立ち直り支援モデルとして、司法福祉領域
におけるオリジナリティを有するものである。社会防衛的な色彩が強い司法福祉領域で、非行少年が
一人の人間として回復していくために何が必要であるかを明確に提示したモデルである。 
以上のように本研究は、非行少年の立ち直り支援に関する研究として司法福祉領域に新しいモデル
を提案していることが高く評価される。よって、審査委員会は本論文が博士（学術）の授与に値する
ものと認めた。 
